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第１８回区民車座集会意見交換内容

※ 読みやすさ等のため、文意を損なわない範囲で、重複表現、言い回しなどを整理しています。 

１ 開催日時 平成２７年１１月２７日（金） 午前１１時３０分から午後１２時５０分 

２ 場  所 川崎市立京町中学校 ２階被服室  

３ 参加者数 参加者１７名、傍聴者７名 

（１）市長挨拶  

皆さんこんにちは。今日は朝から出前授業をやっていただきありがとうございました。私

も最後の視聴覚室での発表会、大体３分の２くらいの生徒さんの発表を聞かせていただきま

した。大変子ども達にとって刺激になったのではないかと思っています。 

こういった機会を使わせていただいて、区民車座集会ということで、川崎区で３回目にな

ります。私が就任して今、ちょうど２年になりますが、この間、毎月各区を回って区民車座

集会をやらせていただいて、２巡目までは同じ方式で、テーマを決めずに定員３０名でとい

うことでずっと続けてきました。３巡目からは各区、それぞれ区長提案で、どんな方式でや

るかというのは各区に任せておりまして、今回は川崎区ならではということで、他の区では

決して集まることのない、集められない、そういった方々に今日はご参加いただいて、御意

見をいただければと思っています。有意義な会となるよう、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

（２）意見交換  

西村さん：東京ガス川崎支店の西村と申します、よろしくお願いします。普段から何度かお

話させていただいておりますが、市内の小中学校を中心として、弊社独特のプログラムでは

ありますが、出前授業というのをやらせていただいています。教育委員会のほうには定期的

に活動報告をさせていただいているんですが、行政側のほうには特にそういったこともして

いないことから、行政の立場として、一企業のそういう活動について、どのような受け止め

方、評価をされているのかというようなことも含めてお伺いできればと思います。よろしく

お願いいたします。 

市長：西村さん、どうもありがとうございました。今日の授業もそうですし、御社独自でも

御協力いただいているということで、本当にありがとうございます。 

授業そのものは見られなかったんですけれども、今日の発表会を見させていただいて、素

晴らしいなと思いました。というのは、昔だったら自分の父親などの仕事が分かりやすかっ

たと思うんですが、今は子ども達が自分の親の仕事だとか、周りの働いている人の姿を見る

ことが少ないと思うんですね。親子の会話の中でもお父さんの仕事を感じることがないので、
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こういう機会に仕事とは何ぞや、働くとは何かということを知ってもらうのがとても大事だ

と思いました。特に、今日の感想で、学校の授業でやっていることが何か意味があるのかと

いうのがありましたが、自分の学んでいる意味が分かったというのは、学校では感じること

ができないことだと思います。学校の先生がなかなか教えたくても教えることができない、

その生の感覚を皆さんから教えていただく大変良いきっかけだと思っています。勉強する意

味が分かったということと、働くとはどういうことなのか、世の中どういうふうに回ってい

るのかと、先程もコメントの中でありましたが、自分の着ている服だとか靴だとかを作って

くれている人たちがいて、それで僕たちの生活が成り立っているということを、実は当たり

前のことだけれども、その気づきのタイミングが失われているのが今の時代だと思います。 

そういう意味で、企業の皆さんがこうして学校の中に入ってきていただくことがどれほど

大切かということを、わかっていたつもりではありますが、あらためて今日はそれを感じる

ことができました。ぜひ、これからもよろしくお願いしたいと思います。 

佐藤さん：味の素川崎事業所の佐藤です。中学校の給食導入について、確認させていただき

たいと思います。私自身も、中学校の給食導入については、未来を担うお子さんたちへの食

育や地産地消、あとは共働きをされているご家庭のサポートということで、必要であると思

っています。 

これ以外にも、私自身は小学校の時、給食の時は給食で、中学校はお弁当でしたが、中に

は一人でポツンとお弁当を隠しながら食べていたりとか、みんなでグループごとに食べてい

るところから外れて食べていたりということがありました。今回教室の中で、家庭と一緒で、

一体感、テーブルで食べていくということの中では、好き嫌いをなくしたり、全部食べ切っ

たり、そういったところでは非常に一体感が醸成できるのかなと、クラスの中で一体感が生

まれるのかなと思っていますが、その辺市長はどのようにお考えなのかと思って、確認させ

ていただきたいと思っています。 

市長：ありがとうございます。中学校給食、今まで川崎ではなかったんですが、２９年度中

に全校実施をめざして今取組を進めているところです。中学校給食をやっていくにあたって

最も重要なことは、食育の部分だと思っています。特に心の成長、体もそうですけれども、

発達が著しいときに正しい食生活を身に付けていくというための食育は非常に大事だと思

います。大人になってから生活習慣病がどうのこうのというよりも、食の乱れが一番激しく

なる中学校のところでしっかりやっていくということですね。 

あと、おそらく味の素さんは日本食というものを取り上げることによって、昆布の出汁だ

とかそういうものをもって塩分を控えましょうというのを、世界中に広めておられますよね。

こういうこともやはり子ども達にしっかりと教えていかなければならないかなと思います。

特に脂っこいものだとか塩分を減らしていくか、こういうのを子どもたちの段階でしっかり

身につけさせていくことも大事ですし、それを同じテーブルで学び合うことができるという

ことが大切ですよね。スクール形式で「みなさん、塩分を取るのは駄目ですよ」という話を

するよりも、一緒のテーブルで食べながら、なぜこういう食事になっているのか、栄養分は
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こうなっているんですよということを、共に食べながら共に学ぶということが、この中学校

給食を一つの題材としてやっていくことが大事だと思っています。 

そういう意味では、共働きが多くなっている世代とかそういう背景もありますけれども、

こういった食育のところに力を入れていくことが、この中学校給食の大きな意義だと思って

いますので、そういうところに力を入れていきたいと思っています。 

三星さん：川崎市民活動センターの三星と申します、よろしくお願いいたします。今日せっ

かく福田市長さんとお会いできるので、お話をさせていただきたいんですが、出前授業のほ

うは先程もうお話がありましたので。私は寺子屋事業のことにとても関心があります。子ど

も達は今、自己肯定感がなかなか持てない子が多く、それによって学校内でもいじめ問題が

起きて不登校になったり、悲しい事件に結びついたりということも現状だと思います。 

寺子屋事業は今、運営団体が増えているということで、子ども達が地域の人とかかわる場

を多く持ち、今仕事をしている人、仕事をしてきた人から色々なことが学べると思いますし、

日常の家庭だけの接し方では本当に限られた人間関係だと思うので、寺子屋事業を通して、

本当に様々な方がいるんだなということを肌で感じてもらえることがとても大事でして、嬉

しいなと思っています。そして、そこにかかわる大人たちが、目の前にいる子ども達とどの

ようにかかわるのか、どのような言葉かけをするのかによって、その後一人一人が自分の自

己肯定感を持てるかということにも影響してくるのではないかと思っておりますので、そこ

はぜひお願いしたいなと思って、今日お話をさせていただいていますが、その辺についても

市長さんがどのようにお考えかお聞きできればと思います。お願いいたします。 

市長：地域の寺子屋という活動を、今、川崎市で進めています。私の公約の一つであるんで

すけれども、学校で学ぶことだけではなくて、地域で学びの場というか、お互いに教える方

も教えられる方も、いわゆる地域の先生方ですよね、皆さんも、そういう地域人材がこれだ

けたくさんいらっしゃるのに、子ども達との接点がないというのは非常にもったいないこと

で、地域の中で学ぶ場ということで地域の寺子屋をやっています。去年は８校で、今年はな

るべく各区３校ずつやっていこうということで、７区ありますから大体２１校まで増やして

いこうと。ただこれは、行政が３校ずつやりましょうと言ってもあまり意味のない話で、地

域の学校だとか、地域の運営団体の方々が盛り上がってきて、うちのところでも寺子屋やり

たいなという意識が芽生えてきて、まさにボトムアップでできていくということが大事だと

思っています。 

地域の寺子屋は、何といっても自己肯定感、学校の授業が分かるということをメインに進

めています。川崎の子どもは、全国の学習状況調査で見ても、自己肯定感が全国を下回って

います。まず学校の授業が分かるということが大事で、授業が分かることによって私はでき

る、やればできるんだという自己肯定感につながってくるので。私もいくつか学校を視察し

ていますけれども、授業が分からない子ども達が、分からない、授業に参加しない、やっぱ

り駄目だと、生活態度が荒れるとそういう負の連鎖につながっていくというのを、分かる授

業で解決していく。そこで、分かる授業だけではなく、地域の皆さんとのきずなで褒めてあ
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げる。あなたいいとこあるね、すごいねよく分かったねと、あるいはこんなことができるん

だということで、学校の授業以外の生活で、そういう気づきを持たせてあげると、子どもた

ちは嬉しいということで。寺子屋もいくつか見せてもらっていますが、やはり地域のおじい

ちゃんおばあちゃん世代ですね、その人たちが子ども達にとても丁寧に教えてくださるんで

すね。足し算掛け算という算数をドリルみたいなもので見てあげて、それでよくできたねと

細かく見てあげる。なかなか学校の先生がひとりの子にずっとつきっきりでやるというのは

難しいので、そういうところで褒めてあげること、色々な角度で褒めて認めてあげることが

自己肯定感につながると思います。 

これは川崎だけの問題ではなくて、日本全体に自己肯定感が低い子ども達がいるというの

は私達にとって悲しいことで、自己肯定感ができてきた上で、何を夢見ようということが出

てくるので、自己肯定感がない中で夢を持ちましょうと言ってもなかなか難しいですよね。

そういう土壌をつくっていかなければいけない、そのために地域の寺子屋というのはひとつ

のツールになるのではないかなと思っています。 

國分さん：昭和電工川崎事業所から参りました國分と申します。出前授業も今回２回目とい

うことで参加させていただいています。本日は子どもの教育についてお話をさせていただき

たいと思うのですが、今年の２月に川崎の中学校１年生のとてもショッキングな事件があり

まして、同じ子どもを持つ親として非常にショックでした。教育委員会を含め、学校で何を

しなければいけないのか、親として子どもの安全をどうやって守るのか、それから行政のほ

うも、教育委員会と市長とでは組織的にまた違うと思うんですけれども、川崎市として子ど

もに対するそういった安全への取組や改革など、こういった視点でというのがあればお話し

いただきたいと思います。 

市長：今年の２月の中学生死亡事件は本当にショッキングで、特に、被害者の方も加害者も、

川崎市の子どもだったというところが衝撃でありました。以降、どうしてこうなったのかと

いう庁内の検証委員会と、それから外部の有識者の皆様からの第三者としての報告書もいた

だいて、それらをもとに、すぐにできるもの、あるいはもう少し中長期にかかるものに分け

て取組を進めています。具体的なアクションプログラムという形で来年から始めるものを今

取りまとめているところです。 

今國分さんが、教育委員会と市長部局で少し立場が違うのではないかとおっしゃいました

けれども、そこがやはり問題でして、私たちが行政をやっていて、例えばあるＡさんという

人、教育にも関わるだろうし福祉の分野にも関わるだろうし、色々な分野がそれぞれに関わ

ることは関わっているんですが、その人一人として見たときに、横のつながりがないことに

よって情報がうまく共有されていないというケースが、子どもの世界にもお年寄りの世界に

も色々な形であるところが問題だと思っています。今回の事件も、検証してみると、みんな

それぞれ関わっていたんです。それなりの情報は持っていた。しかしまさか、こんなことに

なるとは思わなかったからという一歩の踏み込みが足りなかったんですね。いつも私たちは

連携というんですが、連携というのはとてもきれいな言葉ですけれども、一歩間違えるとみ
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んなで球を拾い落すというか、真ん中にボールを落としてしまうという現象が常に生まれる

という状況になるわけで、みんながもう一歩前に出なければいけなかったというのが今回の

一番の反省です。これは子ども達だけではなく高齢者のこともそうですけれども、ケアを必

要としている、困っているということに対して、みんなで球を取りに行く、その一歩の意識

が今後何よりも大切になってくるだろうと思っています。 

ですから、仕組はいくら作っても、私たちの意識の中というのが一番変革が必要なところ

で、そこは今回の事件を受けてということだけではなく、この前高齢者の施設の件もありま

したし、あるいは火災の事件もあって、色々な事件がありましたけれども、色々な部局で法

律的には正しくやっている、ただ法律的に正しいからといって人を守れるわけではないこと

を、私達は肝に銘じて日々の仕事に取り組まなければならないということを、今回大きな教

訓にさせていただいて、前に進みたいと思っています。 

國分さん：最近はマスコミ報道なども出ませんよね。今まとめられているプランなども、我々

が積極的に情報を見に行って、そこでどういうことがなされているのか、検討されてこの先

進むのかということを、問題意識をもって見に行きたいと思います。先程言われた組織の在

り方、そこでたぶん問題もあったと思います。 

個人的なことですが、自分の子どもが学校で色々ありまして、その時に学校の先生や教育

委員会の方とお話をする機会がありました。その時に、ちょっとおかしいな、誰も何も決め

られないなという感覚に陥ったことがありました。我々も、先生や教育委員会の方たちと話

をしてみると、今の世の中個人情報とか色々な点で、言葉は悪いですが、誰も責任を取らな

い、発言をしない傾向があって、その背景に何があるのか、我々の中学校、小学校時代とは

世の中がまるっきり変わってしまっているような気がしました。 

学校の先生はやることが非常に多くて、もう少し教員の教育を含めて人の手当てをするな

ど、学校問題はいろいろありますので、学校の先生のフォローも必要ではないかということ

を感じたところではあるので、そのあたりも今後の課題として取り組んでいただきたいと思

います。 

市長：ありがとうございます。今、川崎市で力を入れて進めているのが、児童支援コーディ

ネーターという役割の職種の専任化した教員を増やすということです。不登校とか特別支援

が必要な子ども達が、今までは学年が上がるたびに、この子はどういう指導が必要だという

ことを担任同士が申し送りのようなことをして、学年が変わるごとにまた説明しなければな

らず親が困るという、連携が悪いということがあったんですが、それを専任化することで一

人の子を継続的にちゃんと見ることができる、問題解決に向けて支援コーディネーターが中

心となって担任や区の組織など色々なところの解決になるキーマンになる、そのために専任

化する取組を進めています。 

学校も問題が非常に多岐に渡っている時代ですので、人をバンバンつけるわけにはいかな

いので、そういった工夫をして、質の高いものを作っていきたいと思っています。縦割りの

ないように、継ぎ目なくやりたいと思っています。 
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栗林さん：日立ソリューションズ東日本の栗林と申します。私からの質問は、川崎駅の北口

の開発についてになります。開発中の北口のすぐ側のビルに弊社があるため、毎日その北口

の開発をしているところを通り過ぎるのですが、出口をひとつ追加するくらいかなという認

識でいたところ、１年２年かかってもまだ開発しているな、と。実際に３、４年かかる見込

みだと思うのですが、この展望について、出口をひとつ増やすだけではなくて、こういう将

来を想像して今開発を進めているというところをお聞きしたいなということで、ほかの方の

質問に比べれば素朴な質問で恐縮ですが、お聞きしたいと思います。 

市長：ありがとうございます。皆さんご存知の通り、川崎駅周辺はものすごく通勤の時に混

雑しています。東口も西口も企業さんが増えていますので、さらに混雑度が増しているとい

う状況です。今おっしゃっていただいたように、北口の改札を作っていまして、今工事をし

ているので皆さんご存知だと思いますが、ちょうど東口ではアゼリアのところにつながり、

西口はラゾーナにつながるということで、一本通るような形になるわけです。それと、今の

東西自由通路の部分ともつながるという形で、かなり回遊性が高まると思っています。 

今回の開発で北口ができますと、京急との接続というのが、さらに利便性を良くしていく

意味で、今度は京急周辺の開発も始まっていきます。回遊性が高まるということで、より利

便性が高まるのではないかと思いますし、北口がまだできていない段階から、今度は南口改

札もちゃんとやってくれというような地域からの要望もたくさんいただいていて、川崎駅周

辺は拠点としての役割が非常に重要になってきています。半年ほど工事が延びてしまってい

るのですが、しっかりと進めていきたいと思っています。 

いずれにしても、利便性のいいように、かつ回遊性を高めていくことは大事なことだと思

っていますので、完成のあかつきにはもう少し便利になるのではないかと思っています。 

田村さん：ＪＸ日鉱日石エネルギー川崎製造所の田村と申します。昨年川崎に転勤になりま

して、毎日川崎駅を利用しています。先程市長からもお話があったように、利用者が非常に

多くて駅が活性化しているところを毎日使っているんですけれども、駅のエントランスとい

うか、川崎の顔であるところからバスを使うまでの動線の中でゴミがあったり、道路自体が

あまり美しくなくて、道に座っている方、住んでいるような方もいらしたりします。 

私ども企業としても、色々な方をお招きする際に川崎駅を使っていますので、掃除をして

いないとは言えませんが、もう少しきれいにするような構想があるとか、開発に合わせてこ

うしていくつもりだとか、そういったお考えをお聞かせいただくのと、お掃除については早

急にクリーン作戦のようなものをぜひしていただきたいと考えています。よろしくお願いい

たします。 

市長：本当に、これだけ利用されている方が増えている中で、ゴミや吸い殻が落ちていたり、

落書きがされていたりということで、美観の問題からすると非常に問題があると思っていま

す。今、週５回、朝から昼までという形で清掃をやっているんですが、それでもまたゴミが
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増えていると、特に残り２日のやっていないときは非常にゴミが目につくということで、私

も非常に懸念をしています。 

今、大谷区長とも相談して、とにかく表玄関をきれいにしていこうということでやってい

るところです。今週末も、落書き消しをみんなでやろうということで、川崎区内の方々に参

加していただいて、地域の学校、地域の企業の皆様にもご参加いただいて、警察と私たち行

政とみんなで落書き消しをやります。何ヶ月か前に私も参加してやってきたんですが、特に

東口でいうとさいか屋さんのところが大きな落書きが書いてあり、ああいうのはニューヨー

クの例ではありませんが、やはり汚いところにはどんどんごみを捨てていくということを誘

発するため、とにかく初期消火を早くするということが大事だと思っていますので、まだま

だ課題はたくさんありますが、みんなできれいにしていきたいと思っています。 

そして、たばこの路上喫煙だとかポイ捨てについても指導員が回っているんですが、市長

への手紙でも非常にそういう御意見が多いので、まんべんなくやるよりも一週間、人数も徹

底的に集中させて強化するとか、そういう運用の仕方もやったほうがいいのではないかと思

っています。そのようにいろいろ工夫してやってみたいと思います。 

田村さん：ありがとうございました。市長の意気込みを伺いまして、社に持ち帰って報告し

たいと思います。美しいところにはゴミは捨てられないと思いますし、利用している人たち

の意識向上も必要だと思いますので、引き続き、視点や考え方を変えたりしてきれいにして

いくということで、私たちの会社でも役立つことがあれば協力したいと思います。 

松元さん：ＪＦＥスチール、旧日本鋼管ＮＫＫに勤務している松元と申します。住まいは鶴

見のため、鶴見線や京浜東北線を使って通勤しているのですが、約４０年近く川崎市に勤務

をしている立場で、個人的な視点で質問をさせていただきたいと思います。地区限定で大変

申し訳ありません。 

田村さんのお話にもありましたが、２０２０年に東京オリンピックを控えて、日本の玄関

口の羽田に隣接する川崎区、その近くに弊社もありますが、東扇島はやはりゴミ問題、不法

投棄が非常に目につきます。市長のキャッチフレーズになっている「最幸のまちかわさき」、

これからも川崎に住みたい、あるいは住みたいまち川崎、最幸のまちかわさきとなるために

は、イメージアップ、知名度アップが非常に大事だと思っています。オリンピックを控えて、

ぜひゴミ問題、不法投棄問題について、東扇島だけでなく川崎市全体にこういった問題はあ

ると思いますけれども、ぜひ市長からそういったことへの対策についてお聞きしたいという

のが一点です。 

そしてもうひとつ、南武支線の浜川崎線に新駅ができるということを伺っています。聞く

ところによると、ちょうどこちら側、小田側に駐輪場ができるということを聞いておりまし

て、予算やスペースの関係だと思うのですが、反対側にはちょっとそこまではできないと聞

いております。向こう側からほとんどの方が自転車で来られていると思うので、その安全対

策について懸念をしている方が多くいらっしゃいまして、その辺についても何かお考えがあ

ればお聞きしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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市長：不法投棄の問題については、来年度の予算に向けて今色々と課題調整をしているので

すが、特に不法投棄の問題は川崎区にとっても最重要の課題のひとつだと捉えていまして、

どういう方策があるかというのを今真剣に議論しているところです。 

特に、東扇島のところは、川崎に住んでおられないトラックドライバーの皆さんがどんど

ん捨てていくということで、事業者の皆様にも相当お願いして、そういうことはしないよう

に協力をお願いしているのですが、なかなか末端まで伝わらないというのが現状で、ちょっ

と目を離すとどんどんまた膨れ上がってということで、今のところ抜本的な対策が打ててい

ないというのが現状です。課題認識はあるのですが、残念ながらそこまでいたっていない。

ですから、港湾関係の事業者の皆さんや立地している人たちと一緒にクリーンアップ作戦の

ような形で定期的に掃除はさせていただいているんですが、それでも追いつかないというの

が現状です。いい方法がないか今知恵をひねりだしているところですので、もう少々お時間

をいただきたいと思っています。 

 それから、小田栄の新駅設置ですが、あの地区は急激に住宅もできていますし、利便性も

よくなるのではないかと思っていますが、今回は簡易的な駅ということで、ＪＲ東日本の戦

略的新駅という位置付けで作るということです。駅が上下のホームが別になっていて、対面

式ではないんですね、少しずれていて上下線ということになっていて、そういう形状になっ

ています。今おっしゃっていただいたように、小田側のところに１００台の駐輪場を作ると

いうことになっています。反対側はスペース的に確保するのが難しいということで、駅のと

ころ、あそこの踏切を渡ったとこすぐのところが三角洲のようになっていてバス停がある、

通行量もかなり多いということで、変形的な交差点ですので、非常に危ないとは思っていま

す。しかし、実はあそこは交通事故が非常に少ないところでして、意外と危ないなと思って

いるところは交通事故が少ないんですね。何でこんなところで事故が起こるんだろうという

ところのほうこそ意識がないから事故を起こすということで、あそこは非常に事故が少ない

ところなんです。 

ただ、駅ができるということですので、自転車や歩行者、車などもしっかり分離できるよ

うに、例えばカラー舗装とか、あるいは少し盛り上げて分離することはできないか、どうや

ったら一番安全性を確保できるか今検討しているところですので、もう来年度からは駅がで

きてすぐ始業ということですから、それに向けてしっかりやっていきたいと思います。 

松元さん：ありがとうございました。市長すみません、せっかくですので。さいか屋さんが

５月に閉店されて、新しく跡地の活用で色々検討されているように聞いていますが、さいか

屋さんの印象が非常に強かったものですから、川崎といえばデパートさいか屋、さいか屋と

いえば川崎というイメージが強いですね。ですからぜひ、日航ホテルさんもありますし、川

崎駅周辺の知名度、イメージアップにつながるようなホテルか何かわかりませんけれども、

誘致するようなことについても、よろしくお願いしたいと思います。 

釣谷さん：東燃ゼネラル石油株式会社川崎工場の釣谷と申します。横浜市の鶴見区に住んで
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おりますが、仕事は川崎区の浮島のほうで働いておりまして、車で普段通勤しています。個

人的な質問等になってしまい申し訳ないのですが、川崎区はアクアラインにつながっていた

り、電車も東海道線や京急などもあり、非常にアクセスがしやすく、交通網が発達している

という印象を持っています。一方で、車で通勤する上では、京急大師線の川崎大師のあたり

や港町と京急川崎の間など、結構踏切が降りるところで渋滞したりすることが多く、通勤に

時間がかかってしまうという個人的な不便さもあるのですが、周りの住民の方に排気ガスな

どの問題もかかってくるので、渋滞を緩和するような策を取っていらっしゃるとか、あるい

は策を取るような計画があるのであれば、教えていただきたいと思います。 

もう一点が、これも個人的な話になってしまいますが、今１歳４ヶ月の子どもがいまして、

よく公園に行ったりとか、川崎区のほうに買い物に来たりするのですが、歩き始めたばかり

で下に落ちているものがとても気になるんです。公園や川崎駅で遊ぶときに吸殻が非常に多

く、下に落ちているのを見かけます。子どもが生まれるまではあまり気にしなかったんです

けれども、子どもが生まれて歩き始めるとやはり気になって、できればそういった路上喫煙、

ポイ捨てをするような方のマナーを向上するような対策をぜひとってほしいと思います。路

上喫煙に関しては集中的にやるというお話もありましたが、今まで路上喫煙を取り締まって

いる様子を見たことがないので、もっと見える形でやっていただくほうがいいのではないか

という個人的な要望も踏まえて、質問させていただきます。 

市長：ありがとうございました。まず車の渋滞の話ですね、特に京急大師線は踏切が１５箇

所沿線にあるので、とにかく踏切だらけという印象があって、それがまちを分断したり交通

渋滞を招いているということがずっと続いてきており、その課題を感じています。 

京急は連続立体交差で基本的に全部地下化していきますので、踏切が解消するということ

ですが、それにはまだすごく時間がかかります。交差点改良ということで大きな道路を作っ

ていくには何十年もかかってしまうので、それまでにどうするか、早くやらないと経済的損

失もとても大きいと思っていますので、緊急渋滞対策として今取り組んでいます。今年は高

津区と多摩区のボトルネックになっている交差点を、交差点改良して警察とも相談しながら、

ここの信号をこう切りましょうというようなことをやることによって、劇的に渋滞が緩和し

ています。今度それを、来年度になりますが、京急大師線の本町踏切のところですね、あそ

こで渋滞対策をするということで今検討に入っているところですので、そこで効果を出した

いと思っています。 

まだやらなければならないところはいくつもあるんですが、ボトルネックになっていると

ころを、市内でまず４箇所やると。２箇所やって劇的な効果が生まれているので、来年度は

本町踏切のところを川崎区ではまずやってみるということで取り組みたいと思っています。

長期的なところと、短期でそれほどお金をかけなくてもできるところはやっていくという、

二本の矢作戦で解消につなげていきたいと思っています。 

 それから、タバコのポイ捨てなども、今１０名の嘱託の職員で巡回しながらやっているん

ですが、なかなか目に付かないというのは大変申し訳ありません。色々なシフトのやり方も

含めて効果的なやり方をどうやっていくのかということをやっていきたいと思いますし、そ
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れから今、喫煙率も低下していますし、かつ吸えるところが非常に限られてきて、マナー自

体は上がってきていると思うんですが、その一方で皆さんの意識というのは、私も含めてで

すが、非常に上がっていまして、そういう意味ではタバコに関する市長への手紙の数もとて

も増えていると思います。私も実感としてすごく増えているなという感じがして、そういっ

たマナーだけでは難しいので条例も作ってやっているんですけれども、よりいっそう力を入

れていかなければいけないと思っています。喫煙者を排除するということではないのですが、

吸う人も吸わない人も、ＪＴのコマーシャルのようになってしまいますが、気持ちのいいま

ちを作っていかなければいけないので、マナーを徹底していくという、そういうものを作り

出さないと、誰にとってもハッピーな良い環境にならないと思うので、いっそう頑張りたい

と思っています。 

坂口さん：東京電力川崎支社の坂口と申します。よろしくお願いいたします。私は去年転勤

してきたばかりなのですが、転勤してきて最初に思ったのが、市内を車で走っていても自転

車が非常に多いなというのがありまして、車で狭い道を走っていても、多くの自転車が行き

来したりだとか、駅前を歩いていても、後ろを振り向くとすぐ自転車がいたりだとかして、

ひやりとしたことが何度かあります。駅前などは自転車専用道路が整備されていますが、そ

ういったことももっと広範囲に広げていければいいかなと思いました。 

また、小学校や中学校でも自転車に関するマナーなどの教育があれば、さらに安全安心に

つながるのではと思います。 

市長：ありがとうございます。タバコもそうなんですが、自転車のマナーに対することにつ

いても市民の方からご意見をいただくことが非常に多いです。実際に自転車に関わる事故と

いうのは増えていまして、交通事故の件数自体は減っているんですが、自転車関連になると

増えるという状況が続いていまして、どこの区に行っても言われます。麻生区と宮前区は山

坂が多いので少し異なりますが、それ以外の５区ではすべて自転車に関する事故件数が増え

ていますし、特に川崎区は自転車事故の割合が県内ワーストに近い状況になっていますので、

警察もここは力を入れていかなければいけない重点地区だということで、行政と色々協働で

やっています。 

特に、小学生中学生に対する自転車のマナー教室というのは、小学校３年生で必修でした

かね、確か全部の学年に対してマナーアップ研修というのをやっていますし、今効果的だと

言われているスケアードストレートという見せ方、まさにスタントマンが出てきてぶつかる

瞬間を見せる、これがどんなに重大な事故になってしまうのかというのを見せるというのが

非常に効果があると言われていて、それも今川崎区でもしっかり取り組んでいるところです。

これは道路交通法だとか言っても、危ないということを皆で意識しない限りはなかなかなら

ないので困ったところなんですが、これからもそこは力を入れてやっていきたいと思ってい

ます。 

自転車専用道路については、駅前周辺にはだいぶできてきていますが、これをどんどん拡

大できるかというと実は結構限界があって、歩道もまともに確保できていないところに自転
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車専用道路というのは非現実的なところもあって、できるところというのは非常に限られて

いると思います。ただ川崎区は最近、外国人観光客も最近増えてきていまして、自転車で行

動するという方たちもちょっとずつ増えているんですね。そういったときにマナーの問題だ

とか、どう安全性を確保しながら回遊性を持って回ってもらうかというのもとても大事なこ

となので、どういう方法があるかというのはまだまだ課題がたくさんあるんですが、少し先

のことを見て自転車で暮らせる、観光もできるというようなものを作っていかなければいけ

ないという課題認識を持っています。 

永盛さん：横浜銀行川崎支店の永盛と申します、いつも色々ありがとうございます。私は特

に質問ということではないのですが、在勤市民として日頃感じている印象などを少しお話し

させていただこうと思っています。 

川崎市の印象ということで言いますと、まだ人口の増加が続いておりますし、企業も多く

活気あふれるまちということで感じています。比較的色々な意味でリテラシーの高い人や企

業が集まっているのではないかなと考えておりまして、行政としても新しいことに取り組ん

でいくにはやりやすいまちなのかなというふうに考えています。私も赴任して２年になるの

ですが、市長も就任されて２年になられて、色々な形でインフラの整備とか、待機児童の問

題とか、中学校給食とか、またはこういった車座集会に取り組まれていまして、それが着実

に今後は結果を出していくのではないかと思っています。 

そういった成長していく都市というポジティブな側面もある反面、時々残念な事件だった

り事故だったりとか、あとはまだ色々な課題が残っているのかなと考えておりまして、より

高度な都市をめざしていただく上では、市民の方とか、こういった企業市民のように民間の

力を取り上げられていますので、さらに活用していただく方向で色々検討していただきたい

と思います。資金面のほうでもＰＦＩだったりＰＰＰだったり色々な手法があると思います

が、あとは社会活動の面では、こういった川崎区さんがやられているように企業市民活動の

推進の取組だったりとか、そういった社会資本などを活用していただいて、色々な課題に取

り組んでいただきたいと思います。 

あとは通勤を通じて見た川崎市なんですが、皆さんからもすでに色々とお話が出ているん

ですけれども、やはり私はＪＲの川崎駅を使わせていただいておりまして、インフラのとこ

ろもそうなんですが、動線のところが非常に厳しいなと毎日感じておりまして、やはり色々

なところからたくさんの方々が勤務するために集まっていらっしゃるので、皆さんが笑顔で

一日の仕事に取り組めるように、やはりどうしても朝、皆さんの顔を見ていると険しい顔に

なってしまっているように思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

それからお子さんの教育については、こういった出張授業なども非常に有効だと思います

し、先程市長もおっしゃっていましたが、自己肯定感の低い方が多いのかなと私も感じてお

りますので、ぜひ多年代の交流などを通じて、色々な形で将来が見通せるような教育体制を

作っていただくようにお願いしたいと思います。 

市長：多岐にわたるご意見、ありがとうございます。川崎のポテンシャルというのは特に、
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羽田の位置付けが大きく変わったことによって、この土地の持っている、首都圏の中での川

崎の位置付けが大きく変わってきて、首都圏の中から見られているその期待だとか、あるい

は私たちの持っている使命だとかミッションというようなものがすごく大きくなってきて

いると思います。そういった意味で、これから臨海部はさらに成長する地域だと思っていま

す。今ちょうど議会にかけているところですが、臨海部だけの政策を練り上げていく局相当

のものを新たに作ってやっていく、そこで一元的に取り組んでいくということにして、川崎

は７区ある中でもやはりこの臨海部というのはこれからもさらに日本のエンジンになると

ころだと思っていますので、そこは企業市民の皆さんと協力しながら経済を引っ張るという

ことと、もうひとつは今日やっていただいたような地域に根差した取組をということで、こ

こで何を生み出すんだということを皆さんと一緒に行っていきたいと思っています。 

羽山さん：蕎麦膳はやまの羽山と申します。今回、川崎区でも大師地区で商店をやっている

者として質問させていただきます。大師地区は先程お話にあったように羽田に隣接していま

して、２０２０年のオリンピック開催を前に、外国人のお客様もだんだん増えていくと思い

ます。川崎大師というランドマークを抱えるこの大師地区、地元商店としても地域を盛り上

げる気概を持っておりますが、川崎市として、観光地としてこの地区をどのようにとらえて

いるのか、今後の展望もあればお聞かせいただければと思います。 

市長：川崎で何が有名ですかというと、やはり川崎大師というふうに、他都市や他県から来

られた方はやはり川崎大師と大体言われるくらい、川崎大師はこれまでもこれからも川崎の

拠点だと思っています。特に海外からのお客様がかなりこの一年で増えていますよね。実は

この前、京急電鉄さんと色々な話をしましたら、羽田空港から降りて次の国にトランジット

する間に大体４時間くらいここで空白が生まれるんだと、それでこの４時間をどういうふう

に過ごしてもらうかと考えたときに、京急としても川崎が一番なわけです。ですから川崎市

と京急さんで今３国、中国と韓国と、タイだったかな、英語と何か国語かのガイドマップを

作って、羽田空港で降りて３、４時間あるなという人たちが川崎に来る、それで川崎に来た

人たちが買い物をしたり、大師を参拝してまた帰ってどこかの国に飛んでいく。この４時間

の空白は私達にとっては非常に有効だと思っていまして、戦略的に取り組んでいく必要があ

ると思っていますので、ぜひ大師の皆さんにも、羽山さん中心に若手の皆さんにもぜひ協力

してもらいたいと思っています。 

今年の風鈴市のときですね、ヨーロッパの方々が１０人くらいでお見えになったときに、

来られたお客さんに「今日風鈴市があるからぜひ行ってください」と言ったら、行ってみた

とのことで、非常に評判でした。ちょうど音楽関係者だったので、風鈴の音がとても良いと。

風鈴の音色が分かるのは日本人くらいだと聞いたことがあったので、本当かなと思ったんで

すが、すごく感動していました。ですから、ああいう日本的なものというのはどんどん見せ

ていく、うまく相手に伝わるように戦略的にＰＲしていく方法というのをこれから考えてい

き、かつ大師の商店街の皆さんにも、どうやったら来てもらえるかというコンテンツ作り、

そういうものを一緒に開発していければいいなと思っています。 
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ちょうど今、川崎市の観光振興プランを作っているところでして、その中の重点拠点の中

に大師地区が入っていて、今まとめているところですから、ぜひ一緒になって盛り上げてい

きたいなと。最高の観光資源を持っているので、あとはどう使うかだと思っています。イン

フラ的にも、個人的には、あの参道のところももう少し改良の余地があるのではないかと思

っています。まだまだやれることはたくさんあると思いますので、一緒によろしくお願いい

たします。 

笹原さん：かわさきタウンマネジメント、かわさきＴＭＯの笹原です。お世話になっており

ます。今日質問ということで３項目出させていただいたんですけれども、一つ目が、川崎市

が他都市と比べてどこに優位性を持っているかと市長がお考えなのかということを伺いた

いのと、二番目が、今話に出ましたが、国際化ということでどうやっていこうかなというこ

とを色々議論しているので、その辺のお考えがあればということで、今聞かせていただいた

んですけれども。 

三番目が一番重要で、市民参加という形で書かせていただいたのですが、今日の議論をず

っと聞いていて、数えたら１２の質問の中で６つがかなり都市的な話でした。今川崎ＴＭＯ

ではまさに駅周辺のタウンマネジメントをやっていて、ゴミはどうだとかタバコはどうだと

か色々皆さん熱心なものですから、どうやって直していこうか、またそれを整理していこう

かということを民間の組織としてやっているということがありますので、そういうことを考

えていきますと、冒頭の子どもの話もそうだと思うんですが、ひとつのことから何かを解決

しようとしても難しい。行政がさっきのタバコとかゴミだとかを全部解決するのは無理だと

思うんです。そうしたときに、どういう形でみんなが連携するのかと。住んでいる人もやら

なければいけないだろうし、商売をやっている人もやらなくてはいけないだろうし、歩いて

いる人ももしかしたら参加しなければいけないしというような構図を作らないと、ゴミもタ

バコも客引きも、はみ出し条例も、まちを作っていこうということであればそういうことを

やりたいなと思っていまして、その時に一番大事なのが、これが一番聞きたいことなんです

けれども、行政のやり方というのは、市が頑張ってやるのではなくて、何らかの形で民間と

どうやって連携していくのかと、どう組んでいくのかということがすごく大切で、それが多

分新しい公共というものを作っていくだろうと考えています。 

ＴＭＯではそれをまさに具体的にやっていこうと思っているんですけれども、新しい、民

間にどういう形で連携を図っていくのか、先程の南口の話ももう随分言わせていただいてお

りまして、回遊性を何とかしようということで東口と西口のバスをまわす実験をやったりも

しております。それから客引きも今一所懸命やらせていただいておりまして、これも市長へ

の手紙から始まったんですけれども、銀柳街とかその通りに看板がはみ出していたり、歩い

ていると歩道がほとんど通れなくなっている、川崎の駅前のまちがこんなことでは駄目だと

いうことで、これは自分たちで何とかしなければいけないと、当然市にもやっていただくん

ですけれども、自分たちでやろうよと言って一所懸命（看板を）下げている、一年がかりで、

大分変わったかなというふうにご覧になっている方もいらっしゃると思うんですが、そうい

うことをやるためにはどうしても行政と民間がいかに手を組むかということが大事かなと
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思いまして、ぜひお考えを聞かせていただければと思います。 

市長：ありがとうございます。川崎の強みは、先程も申し上げたように羽田の隣接、世界の

玄関口にいるということになりますし、ちょうど連絡橋ができますので、空港の中に私たち

が入っていくというイメージにもなってくるかと思いますので、たぶん海外や他都市から来

られる方たちも意識が変わってくると、リアリティをもってそうなってくると思っています。

特に川崎は多様性のあるところですので、多様性こそ可能性だと思っています。川崎はやは

りそもそも５万人で集まったまちがこれだけ大きくなって、ほとんどが、海外の方も含めて、

他都市から移り住んできた人たちの集団ですよね。そういう意味では本当に多様性に富んで

いる、受け入れる受容性も持っているのが川崎市民だと思っています。ですからこの多様性

を大事にしていくことが、さらなる川崎の成長につながっていくと思っています。やはり、

私は多様性が可能性というのが川崎の最大の強みではないかと思っています。 

それと、市民参加でまちづくりをしていくというのは、何でも行政が解決できるとはまっ

たく思っていませんし、いかに民間の人達と連携していくかということだと思っています。

例えば、今ご指摘いただいた客引き防止条例なども、今議会で提案していますが、これは条

例を作ることは行政がやります。しかし、作ったから本当に客引きがなくなるかというとそ

うはならないと私は思うんですね。まさに周りにいていただく地域の人達の事業者の皆さん

や市民の皆さんの協力があって初めて、そういった行為がなくなると思いますので、そうい

った意味ではお互いの持っているツールを出し合って、一つの解決策を求めていくというこ

とに力を入れていかなければいけないと思います。 

特に福祉だけではなく、教育もそうなんですが、これから地域包括ケアシステムというも

のを整えていきますが、なるべく中学校区単位くらいでの小さなエリアで顔の見える関係を

作っていく、それが教育的にも福祉や医療の分野でも大事だと、こういうものを作っていく

わけですけれども、行政はやはりコーディネーター役ということで、色々な多様な主体を結

び付けていくコーディネーター機能が大事ではないかと思っていますので、そういう機能を

これから色々な分野で担っていきたいと思っておりますし、これも先陣を切っていくのが、

まさに各区ということでありますし、一番重要な、川崎市にとって区役所が一番大事なんで

すね、ですからそこをこれから意識的にやっていきたいと思います。 

それからもうひとつは、民間の方々とコラボレーションするには私達が持っている情報を

共有していかなければならないと思います。行政の持っているデータというのは莫大なとこ

ろがあり、情報の宝みたいなものですけれども、それをうまく使って共有することで、なる

ほどこういうことだと、だから問題解決につながると、民間の人達や市民の方達も加わって

くると、こういうものだと思いますので、やはり情報共有こそ解決のスタートかなと思って

います。 

笹原さん：まさにおっしゃるとおりで、市のほうもＴＭＯの情報がほしいと、つまり具体的

に動かそうとしたときに行政の情報だけでは足りないということがありました。大変心強い

お話を伺いました。 
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それで、これは言っていいのかどうかわかりませんが、ＴＭＯはそういう形でコーディネ

ートしながら動いているんですけれども、たぶん来年度予算がカットされるか、なくなりそ

うなんですね。市長として、民間とこういうふうにやっていこうということと、ではそうす

るとせっかく集まっていた商業者たちの集まりが途切れそうな形になっておりまして、今ま

での条例の話などもどうなるのかなと、この場を借りてお聞きしたいと思います。 

市長：ちょっとそれは初耳なのですが。 

笹原さん：今お答えいただかなくても結構ですので、そういうことがあるということだけお

伝えしたいと思いまして、よろしくお願いいたします。 

（フリー意見交換） 

青木さん：青木と申します。今日は質問をするというよりもお願いです。二つありまして、

一つは市の財政、今週の日経を見て、非常にびっくりしました。歳出と歳入の経常収支の比

率の余裕がないところ、これの一番が京都、二番が川崎、それから名古屋、大阪と続いてい

ました。たぶん少子高齢化で社会保障が伸びてきますから、この傾向は日本どこでも同じだ

と思います。ただ川崎市は流入人口が多いですから、市の税収は、社会保障の伸びよりも、

５年先、１０年先、ピークアウトになると思いますけれども、それまでは余裕があるかなと

思っていたんです。ところがポイントはやはり、社会保障の伸びが税収よりも大きいという

ことが一番の理由かなと思っています。 

それで、今情報の話がありましたけれども、我々が一番知りたいのは、やはり市の台所事

情、これがどうなっているのか、たぶん庁内では３年、５年、１０年というスパンで収支の

プログラムを組んでいると思うんですが、それをぜひ市民に開示してほしい、情報をディス

クローズしてほしい。そういう情報がないと、市にとっては不都合な情報がなければどんど

ん出していただいて、たぶんこれから福田市長がおやりになるのは、決められた原資は同じ

なので、優先して執行しなければいけないものと、例えば子どもとか社会保障だとか色々な

項目があると思いますが、たぶんどこかで痛みを伴う、補助金を切るとかそういうことをこ

れからやらなければいけないところに来ていると思うんです。そういう意味ではぜひ台所事

情を見せていただいて、限られた原資を優先事項に特化すると、そのときに切らざるを得な

いところ、そういうところを早く市民とコンセンサスを取らないと、やはり台所事情を情報

開示しないと、台所事情を知れば、民間の利活用とか事業の見直しとかいうことで、少しは

市の財政も持続可能なものに動いていくのではないかということで、ぜひ情報開示と民間の

利活用、そこに住民が入れば一番うまく回っていくんじゃないかと。言うのは安いですが、

そういうことでぜひ情報開示と民間の利活用、この辺のところに特化して、苦しい台所事情

をぜひ見せてほしいと思います。 

市長：ありがとうございました。台所事情を知っていただくことはとても大事です。情報開
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示という意味では、私達も積極的に広報しているつもりで、隠しているというか、都合の悪

いこともあるでしょうがとおっしゃいましたけれども、全くないです。全部オープンです。

かつ、財政読本のような形で今の川崎市はどうなっていますよ、台所事情こんな形ですよ、

借金どうなっていますよということで、一番分かりやすい冊子を作って、あらゆる手法でや

っているんですが、先程國分さんもおっしゃったように、ぜひ私が市民の皆さんに逆にお願

いしたいのは、見に行くことです、インターネットで引けばすぐですから。クローズドして

いるわけではないんです、フルオープンなんです。ただ、見てくださいと思うんですね。こ

のことを、市民もやはり見る努力をしていただきたいなと。 

私たちは伝える努力というのはこれからもこれまで以上にやっていかなければいけない、

こういうことをやりたいけれども実はこれだけしかお金がないと、そういうことは今おっし

ゃったように説明していかなければいけないし、例えば今見直している手数料使用料の問題

だとか、市民にとっても痛みというのがこれから出てきます。そういうものを説明していく

中でも、今元々の台所事情がこういうことなんですということを御理解がない中で、切るだ

けの話というのはたぶん納得がないですよね。皆の財布ですから。皆の財布の中で、今使う

べきなのは優先順位をつけて、例えば１０個あるけどまずはこの３つからかなとか、という

ことをコンセンサスを得てやっていかない限り、誰かがやっているんだろう、誰かがどこか

で決めてやっているんだろうというところには、市民の納得感はないと思います。 

そういう意味では、私達も市民の皆さんに対して積極的な広報、情報はオープンです。だ

けど、オープンになっている情報をどうやって積極的に伝えていくかというのが私たちの仕

事です。でももう一方で、市民の皆さんも見てもらうということはこれからもお願いしなけ

ればならないし、そこがないと、情報共有しましょうよといっても見て下さらないうちには

話が前に進まないと思っています。先程國分さんが良いことをおっしゃっていただいたなと

思うのは、やはり自分達もチェックしなきゃいけない、見に行かなくちゃいけないというこ

と。ぜひ青木さんも、フルオープンですから。 

青木さん：それで、一番大事なのは、たぶん目標を決めていると思うんですよ。こないだの

新聞では９８パーセントくらいでしたか、経常収支の比率、少し赤字になっていますけれど

も、それをどこかでイーブン又は黒字にしなきゃいけない。そういうＰＤＣＡをたぶんお作

りになっていると思うんですよ。それがどうなったか。毎年あるタイミングで、これだけう

まくいったとか、色々な事情で悪くなったとか、そのプロセスをやはり見せてほしい。 

市長：日経の経常収支比率のデータだけ見ると、非常に衝撃的な数字だと思います。でもあ

れでもって財政のことを全部見ようと思ったら完全に間違いです。地方財政は非常に複雑な

仕組みになっていまして、あれだけ見てしまうと川崎市は大変なことになっているんじゃな

いかという誤解をされると思います。ただ、あれだけ見ると本当にここからしか見ていませ

んし、片寄っているんですね。ですから全体としての財政は今どうなっているのかというこ

とをぜひ見ていただきたい。ここで財政の話をすると講義時間になってしまいますので、毎

年財政読本を出して状況がどうなっていますということをご説明していますから、ぜひ見て
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いただきたいなと思います。簡単に書いてありますので。 

特に、私は毎年投資家相手に年に１回、それから市民の皆さんに対して１回、市債を買っ

ていただくためにＩＲの説明会をしています。今の川崎市の財政がどんな状況で将来見通し

がこうでということを投資家の皆さん相手にお話ししています。そういう人たちに対して、

クローズドもディスクローズもあり得ないわけですね。ですからそれを見越して川崎市はな

るほど健全だということでランク付けされ、一番いい形でランク付けされていますね。そし

て買われているということであります。ぜひ見ていただくとわかりやすいのではないかなと

思います。 

（３）まとめ 

皆さんどうもありがとうございました。朝からまだ皆さんお昼も食べていない状況で、長

時間お付き合いいただき本当にありがとうございました。区民車座集会がこういう形ででき

るのも川崎区ならではだと思います。企業市民の方たちがこうやって集まっていただいて、

かつ午前中に子ども達に対して教えていただいて。企業の方たちが教えていただけるという

こんな素晴らしい機会はないので、ぜひ他の区でもどんどんできればいいなと思うんですが、

そういう人たちを探してもっともっとこういう活動ができればと思っていますので、それぞ

れお忙しいお立場だと思いますが、引き続き、子ども達のためによろしくお願いしたいと思

っています。 

今日は本当に、貴重な御意見も御質問もいただきありがとうございました。これからもよ

ろしくお願いいたします。 


